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横隔膜交通症は腹膜透析における合併症の一つ
で, 透析液が胸腔内へ移行することにより胸水貯
留をきたす ｡ 治療には透析方法の変更などによ
る保存的治療法と, 瘻孔閉鎖術などの外科的治療
法があるが, 腹膜透析の中止を余儀なくされるこ
とも少なくない｡
今回我々は保存的治療により軽快し腹膜透析を
継続しえた横隔膜交通症の�例を経験したので報
告する｡
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患者： !歳, 女性｡

主訴：咳嗽｡
既往歴："#歳, 蛋白尿｡ "$歳, %&'腎症にてス
テロイドを中心とした治療を開始｡  (歳, 左乳が
ん手術 ()$*#+,, -./&0Ⅱ')
家族歴：特記すべきことなし｡
現病歴：平成$(年�月$1日乳がん局所再発にて当
院外科に入院, 同日23導入した (45*! 6&7
89, :;(<(6&789)｡ �月$!日乳がん再手術の際,
腹膜透析用カテーテルを留置した｡ =月>日泌尿
器科に転科し:'?3を開始, '?3に移行した｡
@月$#日定期受診時, 咳嗽あり｡ 右胸水の増加を
認め@月$A日入院した｡
身体所見：身長A #B6, 体重"1<1C&, 血圧ADE7
A#!662&, 脈拍(#76FG, 体温D1< ℃, 左乳房
欠損｡
検査所見 (表�)：入院@日目に胸水穿刺を行い,
胸水糖濃度が血糖の=倍以上であった｡
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症例は !歳, 女性で, 原疾患は%&'腎症｡ 平成$(年�月$1日血液透析 (23) 導入, 同
年=月>日より腹膜透析 (:'?3) を開始, 夜間を中心とした自動腹膜透析 ('?3) に
移行した｡ 同年@月$A日右側胸水の増加を認め入院, 胸水糖濃度$$!6&789で横隔膜交
通症と診断, '?3を中止し昼間だけの腹膜透析に変更後胸水が減少したため退院した｡
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